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１．研究計画の概要 

エアロゾルの化学、物理、工学などの研究
者と植物生理の研究者、医学の研究者が連携
してエアロゾルをキーワードに東アジアで
増加するエアロゾルの発生、変質、沈着のプ
ロセスの解明と、組成・分布・輸送のデータ
から植物、人間の健康への影響を明らかにす
る。この目標に即して、本研究領域では、エ
アロゾルの物理・化学に関する研究と、植物
および人間の健康への影響の解明を目指し
て研究を進めている。総括班ではこれら、非
常に異なる視点からの研究をオーガナイズ
することを目的に、各計画研究の代表をメン
バーとして検討を進めた。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究領域は、４研究項目からなり、研究
は総括班の統制のもとに行う。総括班は、各
研究課題全体の調和を重視し、個々の課題の
進捗状況のチェック、研究項目全体の総括、
企画調整、報告会やシンポジウムの開催など
を通しての研究成果の公開などを行い、プロ
ジェクトの推進を図ることをその役割とす
る。平成 21 年度は 8 月 24、25 日に第 1 回全
体会合を東京農工大学小金井キャンパスに
おいて、第 2 回全体会合をつくば市の国立環
境研究所において開催した。平成 22 年度は 9

月 28、29 日に第 1 回全体会合を東京農工大
学府中キャンパスにおいて、第 2 回全体会合
を平成 23 年 1 月 26、27 日につくば市の筑波
大学でそれぞれ開催し、各研究項目、各計画
研究の進捗状況について発表し討論を行っ
て、お互いの研究の内容を把握し、領域内の
研究者間の意思疎通を図った。その際、各研
究グループの研究の発表に基づいて、総括班

より各計画研究の進め方について提案、指導
を行った。特に、領域から依頼した外部評価
委員の出席をうけ、これら外部評価委員によ
る、研究の進め方等に対する適切なアドバイ
スを受けることができたことは、今後の研究
の推進にも重要な役割を果たすものと考え
られる。また、総括班会議を平成 21 年度、
22 年度各 4 回開催し、各計画研究の進捗状況
をチェックし、公募研究との連携について話
し合って、全体としての研究の進捗をはかっ
た。 

平成 22 年 3 月には平成 21 年度の、平成
23 年 3 月には平成 22 年度の研究成果をまと
めた報告書を和文および英文にて出版した。 

また総括班として中間評価に対応し、その
評価結果を受けて、今後の研究の進め方につ
いても検討した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

個々の研究はそれぞれ順調に進展してお
り成果があがっているが、プロセススタディ
と影響研究の連携がまだ十分ではなく、今後
連携を深めた研究を進める。 

 

４．今後の研究の推進方策 
本研究領域ではプロセススタディと影響

研究が共通の土俵で連携して研究を進める
点が特色であり独創的である。すでに観測デ
ータが疫学班に渡されるなど、異分野間の連
携が進んでいる。今後さらに密に連携を進め
ることにより、東アジアに由来するエアロゾ
ルの詳細像とその植物や健康への影響が明
らかになり、環境改善のための政策提言にも
重要な基礎的データが提供できる。本総括班
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はこの目的のためメンバー間で密に連絡を
取って研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
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